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乳
幼
児

小
学
生

中
高
生

非
認
知
能
力
の
涵
養

非
認
知
能
力
の
涵
養

認
知
能
力
の
習
得

中 頻 度
（日常的な遊び場） （レジャーやイベントの要素も含まれる非日常の場）

発

達

段

階

低 頻 度高 頻 度

利 用 頻 度

仙台市  遊びの環境に関連する概念図

（近隣自治体の遊び場等）

※

※子ども自身の身体 , 心の自然な要求に基づく , 自らの成長を促す自発的な行為

●

キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ
場（
水
の
森

（
水
の
森
、二
口
二
口
、泉
岳
）

泉
岳
）

●

野
草
園

野
草
園

●

青
葉
の
森
緑
地

青
葉
の
森
緑
地

●

太
白
山
自
然
観
察
の
森　

太
白
山
自
然
観
察
の
森　

・
宮
城
県
美
術
館

●

泉
ヶ
岳

泉
ヶ
岳
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
場

●
ス
プ
リ
ン
グ
バ
レ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
バ
レ
ー
仙
台
泉

仙
台
泉
ス
キ
ー

ス
キ
ー
場

・
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
館

●
三
居
沢
交
通
公
園

三
居
沢
交
通
公
園

●
南
小
泉
交
通
公
園

南
小
泉
交
通
公
園

自　

宅

街
区
公
園
・
近
隣
公
園
な
ど
身
近
な
公
園

●
八
木
山
動
物
公
園

●
八
木
山
動
物
公
園

水
辺
等
の
身
近
な
自
然

水
辺
等
の
身
近
な
自
然

●

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

●
名
取
市

名
取
市
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
広
場
事
業
）

保
育
所（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
等（
の
び
す
く
）

小
・
中
学
校
等

・
の
び
す
く
泉
中
央
４
階
プ
ラ
ザ

大
学
が
設
置
す
る
博
物
館
・
史
料
館
・
植
物
園
、
美
術
工
芸
館
な
ど

商
業
施
設
内
の
遊
戯
施
設
等

●
加
瀬
沼
公
園

加
瀬
沼
公
園
（
利
府
町
）

（
利
府
町
）

●
宮
城
県
民
の
森

宮
城
県
民
の
森
（
利
府
町
）

（
利
府
町
）

●
セ
ン
ト
メ
リ
ー

セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー

ス
キ
ー
場
（
川
崎
町
）

（
川
崎
町
）

●
菖
蒲
田

菖
蒲
田
海
水
浴
場
（
七
ヶ
浜
町
）

海
水
浴
場
（
七
ヶ
浜
町
）

●
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園

み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
（
川
崎
町
）

（
川
崎
町
）市

民
セ
ン
タ
ー　
　
　

市
立
図
書
館　
　

宮
城
県
図
書
館　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

・
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド（
白
石
市
）

●
ひ
が
し
ね
あ
そ
び
あ

ひ
が
し
ね
あ
そ
び
あ
ラ
ン
ラ
ン
ド（
東
根
市
）

（
東
根
市
）

●
べ
に
っ
こ
ひ
ろ

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば（
山
形
市
）

（
山
形
市
）

・
さ
く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
東
根
市
）

屋外の遊び場屋外の遊び場

屋内の遊び場
枠線無しは遊び場と
しての要素が薄い場

113館

60館

約1800
か所

約60か所

10
か所

29
か所 5

か所

（
自
由
活
動
開
放
）

（
自
由
活
動
開
放
）

（
ス
ポ
ー
ツ
開
放
）

地
区
公
園
・
総
合

公
園
な
ど
規
模
が

大
き
い
公
園 自

然
環
境・自
然
体
験
・

農
業
体
験
施
設
な
ど

規
模
が
大
き

い
公
園
等

屋
内
施
設
等

社
会
教
育
・

文
化
施
設
な
ど

・
げ
ん
キ
ッ
ズ
（
天
童
市
）

・
科
学
館

・
天
文
台

・
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

・
博
物
館

・
仙
台
文
学
館

・
地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
縄
文
の
森
広
場

・
歴
史
民
俗
資
料
館

・
大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

・
水
道
記
念
館

・
市
電
保
存
館

・
秋
保
工
芸
の
里

・
秋
保
・
里
セ
ン
タ
ー

・
カ
メ
イ
美
術
館

●
西
公
園

●
台
原
森
林
公
園

●
七
北
田
公
園

●
榴
岡
公
園

な
ど
な
ど

な
ど
な
ど

な
ど
な
ど

・
仙
台
う
み
の
杜
水
族
館

・
仙
台
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
モ
ー
ル

●
八
木
山
ベ
ニ
ー
ラ
ン
ド

野
球
場

野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー

サ
ッ
カ
ー
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
プ
ー
ル
・

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
プ
ー
ル
・
体
育
館

体
育
館
な
ど
の
ス
ポ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ツ
施
設

・
秋
保
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

●
海
岸
公
園
冒
険
広
場

海
岸
公
園
冒
険
広
場
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⻘葉区
30.9%

若林区
15.3%

太⽩区
18.9%

泉区
18.4%

0歳 1歳
2歳

3歳

4歳

5歳
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10歳
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乳幼児
45.5%

⼩学⽣
46.0%

中⾼⽣
8.5%

第３章 子育て家庭や子どものニーズ調査  

（１）子どもの遊びの環境に関する保護者アンケート 

期間：2020 年 12 月 1 日〜2021 年 1 月 11 日 

対象：仙台市在住で 18 歳以下の子どもの保護者 

方法：ウェブアンケート方式 

回答数：1,834 

単純集計・クロス分析等の基礎資料は巻末資料（２）参照。 

 

① 回答者の属性 

a) 居住区 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) 子どもの年齢 

 

13-18 
  歳 乳児 

幼児 

低学年 

高学年 

中学 
高校 

宮城野区 
16.6% 

図 14 居住区の割合 

図 15 子どもの年齢の割合 
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9.1%

5.9%

7.4%

8.2%

22.1%

36.2%

23.5%

32.7%

25.6%

21.2%

49.1%

62.9%

95.1%

90.4%

94.0%

92.3%

91.3%

75.0%

58.6%

72.8%

64.6%

40.7%

42.3%

15.3%

42.6%
52.9%
65.0%
79.0%
86.2%
22.9%
55.9%
72.2%
93.1%
19.1%
43.0%
91.9%

その他
市外の屋内施設

泉ヶ岳,野草園,奥新川等
科学館,天⽂台,博物館等
市外の⼤規模な公園

⺠間施設
のびすく
図書館

⽔辺等の⾝近な⾃然
市内の⼤規模な公園

保育園,幼稚園等の地域開放
児童館,児童センター

近所の公園

A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率

② 利用頻度の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 遊び場所ごとの利用率と利用頻度の割合 (問 6 参照) 

利用率：回答者のうちの利用者（週数回,月数回,年数回のいずれかを回答）の割合 

利用頻度の割合：利用者のうちの「週数回」「月数回」「年数回」の回答割合 

 

 

・ 「近所の公園」「児童館・児童センター」「保育園、幼稚園等の地域開放」は、各施設の利用

者数の 3 割以上が「週数回」の高い頻度で利用している。 

・ 「市内の大規模な公園」「水辺等の身近な自然」「図書館」「のびすく」は、各施設利用者数の

うち、2 割以上が「月数回」と回答し、「週数回」と合わせると 3 割〜4 割程度となる。 

・ 上記以外の施設では、各施設利用者数のうち 9 割以上が「年数回」と回答している。 

・ 「その他」の遊び場所として、商業施設内の遊戯施設、スポーツ施設、レジャー施設で「年数

回」の回答が多く得られたのに対し、「週数回」「月数回」の回答には、友達・親族の家の周

辺、自宅の周辺、学校の校庭、市民センターが比較的多く挙げられる。 

 

  

0 20 100 40 60 80 (%) 

高 

頻 

度 

中 

頻 

度 

低 

頻 

度 

注１） 

 

注２） 

 

注１)、注 2）はアンケートの選択肢を短縮形で記述している（次ページ以降も同様） 

注１) 「仙台うみの杜水族館、仙台アンパンマンミュージアム&モール、八木山ベニーランド等の民間施設」 

注 2) 「キャンプ、ハイキング、スキー等ができる自然（泉ヶ岳、野草園、奥新川など）） 
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③ 遊び場所に対する意識 

a) 気に入っている場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 気に入っている場所の回答数と気に入り率 (問 8,問 39 参照) 

気に入り率：利用者のうち気に入っている場所と回答した割合 

 

・ 気に入っている場所として最も回答数が多かったのは「市内の大規模な公園」であり、回答

者全体の約 5 割(964 件)、次いで「近所の公園」の 748 件、「市外の大規模な公園」の 629

件となっている。 

・ 各施設利用者のうち「気に入っている場所」と回答した割合（気に入り率）が 3 割を超えるの

は、上記 3 施設に加えて「図書館」「保育園、幼稚園等の地域開放」が該当する。 
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b) 物足りないと感じている場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 物足りないと感じている場所の回答数と物足りない率 (問 6,問 22 参照) 

物足りない率：利用者のうち物足りないと感じている場所と回答した割合 

 

・ 「近所の公園」は利用率・気に入り率ともに高い一方で、物足りないと感じている場所としての

回答数も最も多く、回答者全体の 4 割強（815 件）となっている。また、回答者全体の 4 分の

１程度（434 件）は「特になし」と回答している。 

・ 各施設利用者のうち「物足りないと感じている場所」と回答した割合（物足りない率）が 3 割を

超えるのは、「近所の公園」「児童館・児童センター」「のびすく」が該当する。 
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c) 気に入っている場所【子どもの回答】 

 

 

図 19 子どもの気に入っている場所［1位］の回答数と気に入り率 (問 6,問 39 参照) 

・ 上位 5 つの「近所の公園」「市内の大規模な公園」「民間施設」「市外の大規模な公園」「図

書館」は、保護者の気に入っている場所の上位 5 つと同じ場所が挙がっている。 

・ 気に入り率も保護者の気に入り率と傾向は同様で、公園全般の割合が高く、水辺の割合が

最も低い。 
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d) 主な場所の気に入っている理由・物足りない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 気に入っている理由では「自宅から近い」が最も多く、次いで「安全に遊べる（過ごせる）」とな

っている。 

・ 物足りない理由では「内容（遊具や設備など）が充実していない」が最も多く、次いで「充分な

広さがない」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 気に入っている理由では「安全に遊べる（過ごせる）」が最も多く、次いで「遊びを促したり、子

どもを見守るスタッフがいる」となっている。 

・ 物足りない理由では「内容（遊具や設備など）が充実していない」が最も多く、次いで「充分な

広さがない」となっている。 

・ 物足りない理由の「その他」には、「利用方法、利用できる日時、年齢等の情報が分かりづら

い」「老朽化や衛生面」「週末・長期休暇に利用できない」といった意見が挙がっている。 

［図 20 ］ 

以下、図 20〜25 [気に入っている理由/物足りない理由]の回答数 (問 9-21,問 23-35 参照) 

 

［図 21 ］ 
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・ 気に入っている理由では「充分な広さがある」が最も多く、次いで「内容（遊具や設備など）が

充実している」となっている。 

・ 物足りない理由では「内容（遊具や設備など）が充実していない」が最も多く、次いで「駐車場

がない（少ない）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 気に入っている理由では「内容（遊具や設備など）が充実している」が最も多く、次いで「充分

な広さがある」となっている。 

・ 物足りない理由では「自宅から遠い」が最も多く、次いで「アクセスが悪い」となっている。 

 

 

 

［図 22 ］ 

［図 23 ］ 

27



8
25

45
35

64
26

45
61

108
90

71
30

38
2
1

17
19
21

13
10

7
2

16
22

0 50 100 150

050100150

その他
トイレ
料⾦
駐⾞場
近さ

アクセス
リラックス
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
スタッフ
安全
内容
広さ

地域⼦育て⽀援センター・広場事業 気に⼊っている理由 物⾜りない理由

4
53

58
24

32
29

33
23

50
90

62
42

75
1

12
75

48
38

53
27

33
25

91
120

0 50 100 150

050100150

その他
トイレ
料⾦
駐⾞場
近さ

アクセス
リラックス
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
スタッフ
安全
内容
広さ

のびすく 気に⼊っている理由 物⾜りない理由

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 気に入っている理由では「遊びを促したり、子どもを見守るスタッフがいる」が最も多く、次い

で「安全に遊べる（過ごせる）」となっている。 

・ 物足りない理由では「その他」が最も多く、次いで「充分な広さがない」となっている。 

・ 物足りない理由の「その他」には「利用方法等の情報が分かりづらい」「利用可能な日時が限

られている」といった意見が挙がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 気に入っている理由では「安全に遊べる」が最も多く、次いで「内容が充実している」となって

いる。 

・ 物足りない理由では「充分な広さがない」が最も多く、次いで「内容が充実していない」となっ

ている。 

・ 物足りない理由の「その他」には「適した年齢が限られている」「イベント企画が少ない・定員

枠が少ない」「予約しないと利用できない」といった意見が挙がっている。  

［図 24 ］ 

［図 25 ］ 
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【主な意見】 

公園について 

・ お手洗いが汚い所、ハンドソープがない所、和式の所があり親も子も、あまり行きたくなく、トイレに行

くのを我慢してしまう。（6 歳児の保護者） 

・ 交通公園や県民の森、七北田公園等の素晴らしい施設があるにも関わらず、施設の老朽化が見ら

れる。（7 歳児の保護者） 

・ 近所の公園に気軽に行きたいが遊具も少なく古い。複合遊具を充実させてほしいし、地域によって

遊具や公園の内容に大きな差があるのが不満。（10 歳児の保護者） 

 

他都市の事例・雨天時の遊び環境について 

・ 山形県には無料の遊び場がたくさんあるが遠いので、仙台市内にも「べにっこひろば」や「あそびあラ

ンド」のような施設をぜひ作って欲しい。（5 歳児の保護者） 

・ 「こじゅうろう」や「げんきっず」みたいな、広い屋内施設作って欲しい！（6 歳児の保護者） 

・ 東根の「タントクルセンター」の様に充実した室内の遊び場を増やして欲しかった。（10 歳児の保護

者） 

 

遊び場所の情報発信について 

・ 公園の詳細（遊具の種類、トイレの有無等）がわかると良い。（2 歳児の保護者） 

・ 個人でやってる遊び場、支援、習い事など、子育てに関する情報は何でもほしい。（5 歳児の保護

者） 

・ 子供の年齢によって必要な情報が違うので、年齢別にあわせた情報を配信されることを願います。地

域と繋がれるきっかけが遊び場から生まれる。（9 歳児の保護者） 

 

遊び場所の数・質について 

・ 仙台市自体で、屋内外問わず、遊べるところが少ないし、使いづらい。（3 歳児の保護者） 

・ 雨が降ったときなどに遊べる大規模な室内施設がほしい。（6 歳児の保護者） 

・ 公共の箱物は不要です。民間に補助して利用料金を下げてもらうとかの方が良い。そうした施設をい

くつか用意して、保護者や子供が自分のニーズにあった所を選べば良い。（10 歳児の保護者） 

 

児童館・のびすく等について 

・ 児童館等で遊ぶときに、午後は小学生が利用しているので、遊びづらいです。（3 歳児の保護者） 

・ （のびすくは）子どもが走ったりするので赤ちゃんと一緒なのが不安。あと、4 歳くらいから遊べるおも

ちゃが少ない。（5 歳の保護者） 

図 26 分野別保護者の自由記入件数 
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⑤子どもの自由記述 

 

 

【主な意見】 

公園について 

・ ブランコがない公園が多いので、ブランコを設置してほしい。トランポリンのようにジャン

プして遊べる遊具があるといいなと思う。小さい子でも一人でチャレンジできるような遊具

もあるといいなと思う。（4歳） 

・ 公園に時計があると、携帯や腕時計がなくても、帰る時間がわかる。（9歳） 

・ 近所の公園にはトイレがないので、あったら良いと思います。（8歳） 

 

遊び場所の数・質について 

・ 自宅の近くに、子どもだけで行ける遊び場所がほしい。（5歳） 

・ 近くにでっかい公園や広場があったらいいなぁ。（12 歳） 

・ 自由に工作できる遊び場がほしい。（5歳） 

 

他都市の事例・雨天時の遊び環境について 

・ 屋内施設「げんきっず」の様なものが仙台にもあるといい。（4歳） 

・ 「こじゅうろうキッズランド」のような屋内で体を動かせる施設がほしい。（7歳） 

・ 雨でも走ったり動いて遊べる、ゆっくり遊べる場所。（5歳） 

 

運動・スポーツ環境について 

・ ボール遊びや自転車に乗れるスペース。（3歳） 

・ サッカーのゴールを置いてほしい。スケートボードができる場所がほしい。バスケットボー

ルのできるコートがほしい。（7歳） 

・ 一輪車とかブレボーができるボコボコしていない平らなコンクリートのところをもっと作っ

てほしいです。（9歳） 

 

安全安心について 

・ 見守ってくれるスタッフがいること（9歳） 

・ 夏に安全に川遊びできる場所を増やして欲しい。（10 歳） 

・ マスクなしであそびたい（4歳） 

 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

公園
遊び場所の数・質

他都市の事例・⾬天時での遊び環境
運動・スポーツ環境

安全安⼼
⾃然に親しむ環境
仲間と遊ぶ環境

児童館・のびすく等
遊び場所の無料化
交通・アクセス
学校の校庭

ルール・マナー
⺠間施設等

未就学児の遊ぶ環境
中⾼⽣の遊ぶ環境

その他

図 27 分野別子どもの自由記入件数 
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・

•マザー・ウイング　　•仙台若林子ども劇場
•みやぎの子育て あおばっこ
•ふるじろプレーパーク
•冒険あそび場-せんだい・みやぎネットワーク

•せんだいファミリーサポート・ネットワーク
•せんだい杜の子ども劇場
•西公園プレーパークの会
•若林サークルサポーターズ　Hugくみ

グ
ル
ー
プ
A

グ
ル
ー
プ
B
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第４章 子どもの遊びの環境の特徴と今後の取り組み 

（１）仙台市の遊びの環境の特徴と保護者・子ども等の意見 

 

 

① 高頻度～中頻度の遊びの環境（日常の遊びの環境） 

 

a) 仙台市の特徴 

・ 市民一人当たりの公園面積(15.39 ㎡/人)は、政令指定都市平均(6.8 ㎡/人)を超えて高

水準となっている。 

・ 日常の遊び場として最も多く利用されている近所の公園等は約 1,800 か所に設置されて

いる一方、小規模な公園が多く、配置状況は地域により偏りが生じている。また、施設の

老朽化が進んでいる。 

・ 健全な遊びを提供する施設として児童館が概ね小学校区に 1 館設置され、他都市と比較

して充実傾向にある。 

・ 子育て支援の拠点となる施設として、「子育てふれあいプラザ（のびすく）」が各区に 1 か

所設置されている。 

・ 学校施設開放事業として、令和元年度は自由活動開放が 34 校で実施された。 

・ 児童館・のびすく等で多くの親子向けイベント等が実施されているほかに、一部の地域で

は、市民団体によるプレーパーク活動や、移動型の遊び場活動が行われている。 

 

 

 

  

高頻度 : 週に数回程度の利用 

中頻度 : 月に数回程度の利用 

低頻度 : 年に数回程度の利用 
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b) 利用状況・ニーズ等 

＜全般＞ 

・ 近所の公園は、アンケート回答者の 9 割が利用しており、その大半が高～中頻度の利用

となっている。近所の公園は、「気に入っている場所」としての回答が 2 番目に多い場所

であり、「自宅から近い」「充分な広さがある」「安全に遊べる（過ごせる）」が主な理由として

挙げられた。一方で、「物足りないと感じている場所」としても回答が最も多い場所であり、

「内容（遊具や設備など）が充実していない」「充分な広さがない」「駐車場がない（少な

い）」が主な理由として挙げられた。 

・ アンケート調査の自由記述においても、施設の維持管理や遊具・トイレ等の充実を求める

声が多く挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 近所の公園[気に入っている理由/物足りない理由]アンケート回答数 

 

 

・ 児童館・児童センターは、アンケート回答者の 5 割弱が利用しており、その半数が高～中

頻度の利用となっている。児童館・児童センターは、「物足りないと感じている場所」として

の回答が 2 番目に多い場所であり、近所の公園と同じく「内容（遊具や設備など）が充実

していない」「充分な広さがない」「駐車場がない（少ない）」が主な理由として挙げられた。 

 

図 29 児童館•児童ｾﾝﾀｰ[気に入っている理由/物足りない理由]アンケート回答数 
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・ 八木山動物公園、七北田公園、海岸公園、交通公園などの市内の大規模な公園は、アン

ケート回答者の 9 割が利用しており、過半数が低頻度の利用となっている。市内の大規

模な公園は、「気に入っている場所」としての回答が最も多い場所であり、「充分な広さが

ある」「内容（遊具や施設など）が充実している」「駐車場がある（多い）」が主な理由として

挙げられた。一方で、「物足りないと感じている場所」としても回答が 3 番目に多い場所で

あり、「内容（遊具や設備など）が充実していない」「駐車場がない（少ない）」「自宅から遠

い」が主な理由として挙げられた。 

 

図 30 市内の大規模な公園[気に入っている理由/物足りない理由]アンケート回答数 

 

 

・ グループインタビューにおいては、地域の子どもは地域で遊ばせることや、身近な施設で

ある学校を遊び場としてもっと活用していくことへの意見が挙げられた。 
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＜発達段階ごと＞ 

Ø 乳幼児 

・ 近所の公園は、乳幼児親子の約 9 割が利用し、その大半が高～中頻度で利用している。

特に乳児の親子の約半数は高頻度で利用しており、最も身近な遊び場となっている。 

・ 保育所・幼稚園等の地域開放やのびすくは、乳幼児親子の 2～5 割が利用している。利

用率や高～中頻度利用の割合は、4～6 歳児と比較して 0～3 歳児親子で高い傾向にあ

る。 

 

図 31 乳児および幼児の[遊び場所ごとの利用頻度]アンケート回答数 

 

・ グループインタビューにおいては、転入者の多い仙台市での乳児親子への交流機会の

提供や、子育てについて相談できるスタッフ、子どもの遊びの見守り方で悩む保護者への

サポートなどの必要性についても意見として挙げられた。 

・ 子どもの動きが活発になり周囲に迷惑をかけないか心配で自由に遊ばせられないといっ

た声や、子連れの家庭に対する周囲の大人の配慮に関する意見が挙げられた。 

92.8%

46.8%

45.1%

92.8%

53.2%

0% 50% 100%

近所の公園

児童館,児童センター

保育園,幼稚園等の地
域開放

市内の⼤規模な公園

のびすく

乳児［0歳〜3歳］

A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率

96.2%

32.5%

22.8%

97.4%

29.1%

0% 50% 100%

近所の公園

児童館,児童センター

保育園,幼稚園等の地
域開放

市内の⼤規模な公園

のびすく

幼児［4歳〜6歳］

A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率

39



Ø 小学生 

・ 近所の公園は、7 割以上が高～中頻度で利用しており、全学年通して 3 割前後が高頻度

で利用している。 

・ 小中学校等では、スポーツ開放や自由活動開放を実施している場合もあるが、アンケート

調査の自由記述では、利用時間の延長や放課後・休日の遊び場としての活用について

の意見が挙げられた。 

・ 児童館は、小学生の約 5 割が自由来館として利用し、そのうち半数は高～中頻度で利用

している。放課後児童クラブの利用登録者の増加等を背景として、「充分な広さがない」と

いった回答が挙がっている。 

 
図 32 小学生低学年および高学年の[遊び場所ごとの利用頻度]アンケート回答数 

 

 

Ø 中高生 

・ のびすく泉中央 4 階プラザは、市内で唯一、中高生に特化した公設の施設である。家や

学校から遠いなど、地理的な要因により気軽に利用できる子どもは限られるが、同世代の

子どもや自分よりも少し上の年代にあたる大学生スタッフとの交流の機会等を提供してい

る。 

・ 高校生インタビューの中では、友達とゆっくりと（時に勉強もしながら）おしゃべりを楽しむ

ことのできるリラックスのできる場所を求める声が多かった。 
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児童館,児童センター
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A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率
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児童館,児童セン
ター

市内の⼤規模な公園

⼩学⽣⾼学年［10歳〜12歳］

A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率
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② 中頻度～低頻度の遊びの環境（レジャーやイベントの要素も含まれる非日常の場） 

a) 仙台市の特徴 

・ 東北唯一の政令指定都市という都市規模を背景として、アンパンマンこどもミュージアム

＆モール、仙台うみの杜水族館、八木山ベニーランド等の様々な民間施設が立地する。

また、近隣自治体の遊び場へのアクセス環境は良好であると言える。 

・ スキー場やキャンプ場など、自然を生かした遊び場は一定程度存在する。 

・ 学都・仙台の特性として、大学等に付随する施設も多い。 

・ 科学館・博物館・天文台等の屋内の社会教育・文化施設は多数存在するが、近隣自治体

にあるような体を使って遊べる大型の屋内の遊び場は見られない。 

 

b) 利用状況・ニーズ等 

＜全般＞ 

・ みちのく杜の湖畔公園[川崎町]、ひがしねあそびあランド[東根市]など市外の大規模な公

園は、アンケート回答者の 8 割が利用しており、大半が低頻度の利用となっている。市外

の大規模な公園は、「気に入っている場所」としての回答が 3 番目に多い場所であり、「内

容（遊具や施設など）が充実している」「充分な広さがある」「駐車場がある（多い）」が主な

理由として挙げられた。アンケート調査の自由記述において、近隣自治体にあるような体

を動かして遊べる屋外施設の充実を望む声が多く挙げられた。 

 

図 33 市外の大規模な公園[気に入っている理由/物足りない理由]アンケート回答数 

 

・ こじゅうろうキッズランド[白石市]、げんキッズ[天童市]などの市外の屋内施設の利用は、

アンケート回答者の 4 割に留まるが、アンケート調査の自由記述において、近隣自治体

にあるような天候に関わらず利用できる屋内施設の充実を望む声が多く挙げられた。 
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＜発達段階ごと＞ 

Ø 乳幼児 

・ グループインタビューにおいて、乳幼児が無料で楽しめるスペースを併設している施設に

関する情報が保護者に届くことを望む意見が挙げられた。 

・ 市外の大規模公園や市外の屋内施設については、子どもの動きが大きくなり、のびすくや

地域子育て支援センター等では物足りなくなる幼児から小学生低学年で利用率が増加し

ている。 
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83.2%

86.9%

81.8%

71.0%

56.5%

0% 50% 100%
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A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率
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A.週数回 B.⽉数回 C.年数回 利⽤率

図 34 発達段階ごとの利用率［市外の大規模な公園,市外の屋内施設］ 
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Ø 小学生 

・ 社会教育・文化施設は小学生の約 8 割が利用しており、他の年齢層と比較して割合が高

くなっている。小学校入学時に配布され、施設を無料で利用できる「どこでもパスポート」も

一定の役割を果たしていると考えられる。 

・ キャンプ、スキー、ハイキング等ができる自然（泉ヶ岳,野草園,奥新川等）については、小

学生以降から利用が増えている。 

 

 

 

 

 

Ø 中高生 

・ 中高生については、アンケート調査で挙げた選択肢のほとんどについて、利用頻度が小

学生より低くなっている。 

・ 高校生へのグループインタビューにおいて、家族よりも友人との買い物や会話など、友人

と過ごす機会が増える傾向があった。日常的な居場所についての意見が多くなる一方

で、自然と触れ合える、たまに体を動かせる、一人でゆっくり過ごせる、といった機会を望

む意見も挙げられた。 
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図 35 発達段階ごとの利用率［科学館,天文台,博物館等、自然:泉ヶ岳,野草園,奥新川等］ 

キャンプ、スキー、ハイキング等ができる自然 
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（２）仙台市の子どもの遊びの環境の充実に向けた今後の取り組み 

本調査・研究において、仙台市を取り巻くハード、ソフト両面について遊びの環境の実態や、

子育て家庭のニーズ等を網羅的にまとめた。 

アンケートやグループインタビューにおいて、様々な意見やニーズが挙げられたなか、既存

の公園や児童館等の遊具や設備の充実や、近隣自治体にあるような屋内外の遊び場、また、

遊びに関する情報発信を求める声が目立った。 

その一方で、仙台市は東北最大の都市規模を背景として、近隣自治体には無いような子ども

たちが遊べる民間施設が立地しているほか、小学校区単位での児童館の設置や、一人当たり

の公園面積、また、各区に１か所のびすくが整備されていることなどは、他都市と比べると充実

している点であった。 

今後、仙台市が持続可能な都市経営を行いながら、仙台市にふさわしい遊びの環境の充実

を進めるにあたっては、巻末資料に挙げた他都市事例も参考にし、財政的な視点も踏まえハー

ド・ソフトの両面において、民間活力の活用や既存施設の有効活用等の手法も含め、幅広く検

討していくことが望まれる。 
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